

















































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 42 号（2017 年 11 月 17 日）
３．２　プログラムによるデバッグテスト
　基数変換のプログラムを行えた次の授業の導
入で，前回の振り返りとして計算式にエラーが
あるプログラムを配布し，修正できるかデバッ
グのテストを実施した。表４に示す結果にある
ように73%の生徒がプログラミングのエラー
を見つけ修正することができた。アンケートで
は89％の生徒が理解できたとしていても，プ
ログラミングのデバッグを行うと73%となり，
16%の生徒がしっかりと理解できていなかった
ことが分かった。
表４　デバッグのテスト結果（総回答数147）
質　問 回答数
プログラミングを修正できた 73%
プログラミングを修正できなかった 27%
４．　考察
　アンケートとデバッグのテストの結果より，
おおむねの生徒がプログラミングを通して基数
変換の仕組みを理解することができたといえ
る。
　プログラミング教育において大切なのは，プ
ログラミングで“で”何を教えるかである。プ
ログラミング“を”教えることを目的としない
授業設計が非常に重要になる。また，これから
プログラミング教育の中で，生徒の学習活動を
どう評価するのか，まだ何も見えてきていな
い。今回の実践で扱ったように，デバッグによ
るテストも一つの有効な評価の手立ての１つで
あると感じている。
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